
 
 

◆エゾゼミ：格調高い高原のセミ 
 何とも言えず格調高い虫。クマゼミ
より少し小さくアブラゼミより大き
い。タイガースカラー（黒地に黄色）。
ギーという単調な鳴き声。 
高い山の上にしか分布しておらず、

標高８００ｍより上と言われていま
す。 

◆イナゴモドキ：イナゴのようでイナゴでない 
 バッタの仲間はさらにイナゴとバッタに分かれ、イ
ナゴモドキはそのバッタに属します。違いは前脚の間
の突起（通称のどちんこ）で、イナゴにはあるけれど
も、イナゴモドキにはこの突起はないそうです。 

家族単位で昆虫採集、昆虫リストができた！

 いよいよ子供たち 
の出番！家族単位で 
出かけました。あみ 
を高く持ち上げ、ま 
るで空を切る様な姿 
で頑張っていました。 
「見つけたよ～！」 
それぞれが八木先生 
に昆虫の名前を教え 
ていただきました。 
 見つけた昆虫の居 
場所を地図に書き込んで昆虫リストの完成です。子供
たちが見つけた六甲山の昆虫はどれも輝いて見えま
した。（※尾崎さんにレポートを提供して頂きました。）

主催：六甲山自然保護センターを活用する会 
後援：兵庫県神戸県民局 
   兵庫県立人と自然の博物館 

昆虫採集のあみをもって集合！ 

 今年の梅雨は長梅雨、しかも雨量が多く沖縄、九州、
北海道まで日本各地に残した被害は野菜、新米、酪農
まで深刻な問題を残した。 
さて、第５回目はお盆の送り日の翌日。夏休みを有

意義に過ごす親子そして一般参加者が六甲山の昆虫
とふれあっていただく夏のイベントです。 
さぁー昆虫採集あみをもって集合ー！ 

六甲山に住む昆虫は？ 

 県立人と自然の博物館研究員である八木先生は、
「六甲山にはどんな虫がいますか？」とか「図鑑はな
いのですか？」と聞かれるそうです。先生はピシャ
リ！とお答えします。「そんなものありません」と。
聞いた子供たちは目を白黒させていました。 
その答えの理由は昆虫の種類が多い事、どこに居る

のかと言う研究があまり進んでいない事、詳しく調べ
るのが大変な事などが挙げられます。 

８月のおすすめ昆虫は３つ 

スライドを見ながら六甲山の虫を紹介。今月のおす
すめの昆虫は３つです。 

◆ミヤマアカネ：日本で一番美しい赤とんぼ 
 トンボの仲間で一番う 
つくしいと言われている。 
羽の真中から外側に茶色 
い帯模様がついており非 
常に美しい。オスは尻尾 
の先から頭まで全身赤く 
なる。 
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第５回テーマ：六甲山の昆虫
 
セミナー内容 
１．解説 
①六甲山上のトンボとその見分けかた 
②日本でいちばん美しい赤とんぼ 
  「ミヤマアカネ」について 
③六甲山上のいろいろな昆虫 
２．昆虫採集 

３．成果発表 

実施日：平成１５年８月１６日（土） 
    午後１時～４時 
場 所：六甲山自然保護センター内 
    レクチャールーム 

六甲山魅力再発見市民セミナー 

アジサイ園前で採集 

ミヤマアカネ


